
　

円
山
応
挙
（1
7
3
3
〜
9
5
）は
、
「写
生
」に
も
と
づ
く
新
し
い
画
風
に
よ
っ
て
、
日
本
の
絵
画
史
に
革
命
を
起
こ
し
た
画
家
で
す
。
そ
ん
な
応
挙
の

「写
生
画
」は
、
超
絶
的
か
つ
多
彩
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「見
る
こ
と
」と
「描
く
こ
と
」への
挑
戦
。
そ
れ
に
よ
り
、
現
実
の
か
つ
て

な
い
絵
画
的
再
現
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
生
成
が
果
た
さ
れ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
近
年
、
写
生
な
い
し
写
生
画
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
応
挙
の
多
面
性
、
作
品
世
界
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
応
挙
が
中
国
の
写
実
的
な
絵
画
を

学
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
画
業
の
初
期
に
は
同
じ

中
国
画
で
も
文
人
画
風
への
深
い
理
解
を
示
し
ま
し
た
。
一
方
、

応
挙
の
作
品
が
も
つ
装
飾
性
は
、
や
は
り
中
国
の
着
色
画
を
学
習

し
た
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
の
や
ま
と
絵
、
あ
る
い
は
琳
派

に
習
う
部
分
も
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
応
挙
の
先
進
的
な
絵
画

理
論
の
一
部
が
、
若
い
頃
に
学
ん
だ
京
都
の
狩
野
派
に
備
わ
っ
て

い
た
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
応
挙
は
、
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
た
中
国
画
を
含
め
た
、
18
世
紀
の
京
都
に
お
け
る
絵
画
を

め
ぐ
る
状
況
を
十
全
に
ふ
ま
え
て
制
作
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

本
展
は
、
応
挙
の
生
涯
を
代
表
す
る
作
品
の
数
々
を
、
根
津
美
術

館
の
展
示
空
間
の
中
で
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
あ
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘
め
た
若
き
日
の
作
品
、

絵
画
学
習
の
痕
跡
を
濃
厚
に
と
ど
め
た
作
品
、
そ
し
て
鑑
賞
性
に

も
優
れ
た
写
生
図
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
「写
生
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
超
え
て
応
挙
が
目
指
し
た
も
の
は
何
だ
っ
た

の
か
を
探
り
ま
す
。

【休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

ま

る

や

ま

お

う

き

ょ



重要文化財　藤花図屏風　円山応挙筆　6曲1双　紙本金地着色　日本・江戸時代　安永5年（1776）　根津美術館蔵

凛として立つ松。白く残された紙の地に松葉を描きこむことで、松に積もるふんわりとした雪の量感が醸しだされる。松の背後の金泥は

陽光に満ちる大気を、画面下部に蒔かれた金の砂子は雪に反射する光を表現している。

総金地に描きだされた藤。幹や枝は「付立て」という技法で一見ラフに描かれながら、コントロールされた墨の濃淡が立体感を表して

いる。白と青、紫の絵具を重ね合わせた花房の表現は、まるで西欧の印象派のようである。

藍色の靄の背後に秋草

の群れが沈む夜明け前

の情景。写生画を飛び

越え、近代の日本画を

先駆けている。

展
示
室
１
・
２
・
５

応挙画の精華
応挙の画風は、それぞれの時期における造形的な試みを反映して、変化に富んでいます。

斬新な美しさに満ちた作品の数々をご堪能ください。

秋野暁望図　円山応挙筆　
1幅　絹本着色　
日本・江戸時代　
明和6年（1769）　
個人蔵
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ふ じ は な ず び ょ う ぶ

国宝　雪松図屏風　円山応挙筆　6曲1双　紙本墨画淡彩　日本・江戸時代　天明6年（1786）頃　三井記念美術館蔵
ゆ き ま つ ず び ょ う ぶ

前期（11/3～11/27）展示

後期（11/29～12/18）展示

前期（11/3～11/27）展示 後期（11/29～12/18）展示

つかめそうなほどの視覚的なボリューム、表皮の神秘的な生々しさが、架空の動物に圧倒的な存在感を与えている。墨のにじみや暈し

を駆使して描かれた雲が充満する画面は生温かく、息詰まるようである。

重要文化財　雲龍図屏風　円山応挙筆　6曲1双　紙本墨画淡彩　日本・江戸時代　安永2年（1773）　個人蔵

孔雀の光沢のある羽の

質感と首や胴の立体感

が見事に表されている。

華麗なイメージの中に、

対象の生命感も備わっ

ている。

牡丹孔雀図　円山応挙筆　
1幅　絹本着色　
日本・江戸時代　
安永5年（1776）　
宮内庁三の丸尚蔵館蔵

ぼ た ん く じ ゃ く ず し ゅ う や ぎ ょ う ぼ う ず

もや

う ん り ゅ う ず び ょ う ぶ

つ け た

ま

ぼか



実物写生を清書した作品。数多い応挙の写生図のなかでも一際生彩に富む。応挙の優れた観察力と描写力が示されている。

重要文化財　写生図巻　円山応挙筆　2巻のうち　紙本着色　日本・江戸時代　明和7年〜安永元年（1770〜72）　株式会社千總蔵

応挙と名乗る以前、30歳

代前半の作品。私淑した

画家・渡辺始興などから

の影響がうかがわれると

同時に、後の画風の萌芽

も見て取れる。

学習と写生の徴
応挙と名乗る前の若い頃はもとより、大成した後も、応挙は様々な絵画を学びました。一方、写生図は、

応挙の「ものの見方」も教えてくれます。

布袋・南天・芭蕉図

円山応挙筆

3幅　紙本墨画

日本・江戸時代

明和2〜3年（1765〜66）頃

個人蔵

ほ て い なんてん ば し ょ う ず

難福図巻の世界
経典に説かれる七難と七福をリアルに描くことで、仏神への信仰心と善行をうながす目的で制作された、

応挙の出世作といえる絵巻を紹介します。

難福図巻とも呼ばれる。天災を描く上巻と、人災を描く中巻で難の図を構成し、下巻が福の図である。とくに中巻の凄惨な表現には目

を覆いたくもなるが、人間と自然の諸相を描き尽くした、応挙の画業に重要な位置を占める作品。

重要文化財　七難七福図巻　円山応挙筆　3巻のうち　紙本着色　日本・江戸時代　明和5年（1768）　相国寺蔵
しちなんしちふ くずかん

会期中巻替えあり

会期中巻替えあり

しゃせいずかん

上巻

下巻
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しるし

わ た な べ し こ う

ししゅく

なんぷく

ひときわ



11月、茶席では茶壺の口の封を切り、この年の初夏に摘んだ新茶をいただくようになります。茶の湯の新し
い一年の始まりです。

口から肩まで釉薬が施されていない茶壺を「肩脱」と

呼ぶ。粗略な壺であるが、日本の茶人たちによって

早くから賞翫されてきた。

禅僧・楚石梵琦の賛によると、図は布袋（弥勒）と蔣摩

訶（釈迦）が問答する様子を描いたもの。一見稚拙な

線描が特異な画風を示す。

展
示
室
６

茶
人
の
正
月 

―

口
切―肩脱茶壺　銘 長門　

福建あるいは広東窯系　1口　施釉陶器　

中国・元～明時代　14-16世紀　根津美術館蔵

国宝　布袋蔣摩訶問答図　因陀羅筆・楚石梵琦賛　

1幅　紙本墨画　中国・元時代　14世紀　

根津美術館蔵

かたぬぎちゃつぼ な が と
ほ て い し ょ う ま か も ん ど う ず い ん だ ら そ せ き ぼ ん き

かたぬぎ

秋の庭園

同
時
開
催

その他の出品作品より

芭蕉童子図屏風　個人蔵　「可愛い子どもの絵にひそむ新機軸」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

雪中山水図屏風　相国寺蔵　「空中撮影を思わせる目もくらむ山水画」　　　　　　　　　　　　　　　　　　

重要文化財　雨竹風図屏風　圓光寺蔵　「伝統的な墨竹に鋭敏な自然観察の成果を加える」　　　　

源氏四季図屏風　宮内庁三の丸尚蔵館蔵　「応挙のやまと絵屏風の代表作」        　　　　　　　　　　　

木賊兎図　静岡県立美術館蔵　「ふわふわとした毛の感触が視覚から伝わってくる」     　　　　　　　　　

老松鸚哥図　個人蔵　「若冲も描いた舶来の鳥を、若冲とは異なる表現で」     　　　　　　　　　　　　　　　　

四条河原夕涼図（眼鏡絵）　個人蔵　「修行時代の玩具絵にもうかがえる夕闇と光への関心」

西湖十景図　個人蔵　「応挙の山水画風成立のヒントが潜む」

写生雑録帖　個人蔵　「森羅万象を描きとどめたスケッチブック」

前期（11月3日〔木・祝〕～11月27日〔日〕と後期（11月29日〔火〕～1２月18日〔日〕）で大幅な展示替えを行います。

記載がない作品は全期間展示します。

会期中、庭園の紅葉も見頃を迎えます。

作品鑑賞と共にお楽しみください。

庭園内の茶室「閑中庵・牛部屋」

＊前期展示

＊後期展示

＊前期展示

＊後期展示

＊前期展示

＊前期展示

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ば し ょ う ど う じ ず び ょ う ぶ

せ っ ち ゅ う さ ん す い ず び ょ う ぶ

う ち く ふ う ち く ず び ょ う ぶ

げ ん じ し き ず び ょ う ぶ

と く さ う さ ぎ ず

ろ う し ょ う い ん こ ず

し じ ょ う が わ ら ゆ う す ず み ず め が ね え

せ い こ じ ゅ っ け い ず

しゃせいざつろくちょう
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開催
概要

開館75周年記念特別展　「円山応挙 －「写生」を超えて－」

根津美術館

2016年11月3日(木・祝)～12月18日(日)
午前10時〜午後5時 ［入館は午後4時30分まで］

毎週月曜日

一般1300円（1100円） 学生1000円（800円） 
(  )内は20名以上の団体料金、中学生以下無料

一般1100円  学生800円　 ※ 2016年9月15日(木)～10月23日(日) 「中国陶磁勉強会」展開催期間中、

根津美術館ミュージアムショップにて販売

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車A5出口（階段）より徒歩8分、B4出口（階段と

エスカレータ）より徒歩10分、B3出口（エレベータまたはエスカレータ）より徒歩10分

〒107-0062 東京都港区南青山 6-5-1
TEL 03-3400-2536 (代表)　　http://www.nezu-muse.or.jp

次回展

 2016年  

 1月7日（土）～2月19日（日）

日本で磁器生産が始まっておよそ400年。当館の山本コレクション

で17世紀から19世紀までの肥前磁器を概観します　　　　　　　　

コレクション展　　染付誕生400年

11月12日（土）、11月19日（土）、11月25日（金）、12月2日（金）、12月9日（金）

講師 　　野口　剛　 （当館　学芸課長）　＊展示内容についてスライドを用いて解説します。 
会場　　 根津美術館　講堂

各回とも午後1時30分より45分間程度、開始の15分前より開場。 各回定員130名（先着順）

関連
プログラム

「応挙が目指した絵画世界」 
日時 　　11月5日（土）　   午後2時～3時30分

講師 　　馬渕 美帆氏　 （神戸市外国語大学　准教授）

会場　　 根津美術館　講堂

定員 　　130名　　　

当館ホームページの「イベント情報」の申込みフォームから、または往復はがき（１参加者につき１枚）に参加を希

望される講演会名・住所・氏名（返信面にも）・電話番号を明記の上、〒107-0062 東京都港区南青山6‐5‐1 根津

美術館講演会係宛にお送りください。先着順で定員になり次第締め切らせていただきます。

展覧会名

主 催

開催期間

開館時間

休  館  日
入  館  料

前  売  券

ア ク セ ス

住     所

お問合せ

担当 ： 所、村岡、羽田　　Tel. 03-3400-2538 （直）　 Fax. 03-3400-2436　 E-mail. press@nezu-muse.or.jp

スライド
レクチャー

講演会

リリース・広報の
お問合せ

【申込方法】

特別
催事

「現代茶人の茶席」 11月19日（土） 

11月25日（金）

12月4日（日）

12月10日（土）

特別展

「松島 瑞巌寺と伊達正宗」　（9/10 -11/13）
平安書道研究会800回記念特別展

「平安古筆の名品 ― 飯島春敬の観た珠玉の作品から―」　　（10/22 -12/4）
開館75周年記念特別展

「円山応挙 －「写生」を超えて－」  （11/3 -12/18）

お得な
情報

三館合同キャンペーン

「秋の三館 
美をめぐる2016」

三井記念美術館

五島美術館

根津美術館

「円山応挙」展限定

またどうぞ券

一般1100円　学生800円

会期中、展示替えがありますので、2回目以降ご来館いただくのにお得な割引入館券〈また

どうぞ券〉を11/3-12/17にミュージアムショップで販売いたします。「円山応挙」展会期中ご

入館いただいた翌日から「円山応挙」展会期最終日までご利用いただけます。

※講演会、スライドレクチャーとも聴講は無料ですが入館料をお支払いください。

事前申込制

事前申込不要

事前申込制　有料

※詳細は追ってホームページ、本催事チラシをご覧いただくか、お電話でお問合せください。

※詳細は追って各館ホームページ、本キャンペーンチラシをご覧いただくか、お電話でお問合せください。

林屋晴三氏　（東京国立博物館名誉館員）

青井忠四郎氏　（株式会社アトム　代表取締役）

櫻井　恵氏　（骨董・古美術月刊誌 『目の眼』 社主）

池田　巖氏　（漆芸作家）
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染付山水楼閣文台大皿　日本・江戸時代　17世紀

根津美術館蔵　山本正之氏寄贈

色絵三果文稜花皿　日本・江戸時代　17-18世紀 

根津美術館蔵　山本正之氏寄贈


